乳幼児期における食具の使い方に関する研究 : 0・1・2歳児クラスの保育におけるスプーンをめぐって by 伊藤 美保子 et al.
乳幼児期における食具の使い方に関する研究 : 0・
1・2歳児クラスの保育におけるスプーンをめぐって











伊藤　美保子※ 1・西　隆太朗※ 1・宗高　弘子※ 2
The Use of Spoons in Early Years: Care and Education in Classes for 
Children under Three
Mihoko Ito, Ryutaro Nishi and Hiroko Munetaka
　This article explores the use of spoons in early years. Although early years 
practitioners are highly interested in the usage of tools in dietary education, earlier 
studies in Japan focused virtually only on chopsticks. As there are fewer studies on 
spoons in early years, we conducted a survey of spoon usage in preschools. We asked 
practitioners in 10 preschools and collected data of 469 children in classes with children 
under three. From the survey, we found the following; 1) children master their grip of 
the spoon around three years old, and the process of mastery takes due time in classes 
for children under three; 2) practitioners sympathetically support this process with 
various interventions; 3) the process is related to children’s development in other areas, 
especially play. It is suggested that this survey inspired practitioners to closely observe 
children’s development. Inquiry into a longer-term survey will be needed for further 
research.





























































































































































0 歳 前半 0後半 6 0 歳児クラス
77
1 歳 前半 71後半 83 1 歳児クラス
183
2 歳 前半 100後半 85 2 歳児クラス
209
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後半には、持ち方、腕・手首の使い方、口
への運び方のいずれにおいても、一つの型
だけに集中するのではなく、多様さが見ら
れる。子どもたちが食具を使いこなしてい
く過程には、一人ひとりさまざまな試行錯
誤があることが分かる。
　持ち方について、⑦のように箸を使用・
併用する子どもが少なかったのも、０歳か
らのおよそ３年をかけてスプーンを使いこ
なしていく時期にあることから考えれば、
自然なことである。この時期は、スプーン
にしても箸にしても、上達を急がせるよう
な時期ではないようである。こうした子ど
もたちの実態を踏まえることが、保育者の
援助を考えていく上でも有用であろう。
（２）保育者の援助・配慮について
　この時期の子どもたちは自ら食具を使っ
て食べようとする意欲をもっているが、と
くに０・１歳児は、保育者からの介助が必
要な時期である。保育者は、子どもたちが
食具に関していまどんな状況にあるのか、
その子の食べるリズムや動きなども、よく
見て理解し、一人ひとりに合ったこまやか
な援助を行うことが必要であろう。
　１・２歳児は自分自身で食べることが上
手になってくる。手のひら全体で握るとこ
ろから始まって、やがて指先を使えるよう
になり、肘と肩が連動して動きが軽やかに
なってくる。その動きにもまた、一人ひと
りにさまざまな違いや個性がある。
　個人票には、食事の際の保育者の援助に
ついてさまざまなコメントが書かれてお
り、保育者がデータを記入するだけでなく、
その子の持ち方をよく見ることを通じて、
一人ひとりへの援助のあり方について考え
を深められていることが窺えた。保育者か
らは、手の動きや口への運び方など、子ど
もの状況をより詳細に見ていこうとする試
みに共感していただいた。保育者の援助の
あり方を問いかけるようなコメントも記入
